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崎
川
瀦
ム
州
叢
第
〕
十
九
俗
世
中
コ
一
般
に
於
げ
る
高
岡
崎
L
L
(
叫
に
貨
物
心
押
収
効
瓜
に
つ
い
し
し
い
江
川
女
一
は
、
就
い
い
J
れ
ば
、
ミ
れ
は
、

mrH
常
慌
怖

の
一
般
理
論
に
向
つ
で
若
干
の
反
省
を
示
唆
す
る
所
の
有
意
義
な
る
研
究
で
あ
る
。
忍
は
、
貨
幣
に
つ
い
て
若
し
効
用
が
論
じ
得
ら
る
〉
色
の
と

す
る
な
ち
ば
、
右
に
博
士
の
云
は
る
〉
貨
幣
の
将
来
効
用
こ
ぞ
が
即
ち
貨
幣
の
効
用
で
あ
り
、
而
し
で
そ
れ
が
ま
た
、
債
格
の
要
因
と
し
て
の
主

観
的
貨
曾
債
値
又
は
貨
常
の
限
昇
効
用
に
艶
し
て
基
礎
を
な
す
貨
幣
の
効
用
?
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
云
ム
考
を
従
来
よ

b
し
て

t
っ
て
ゐ

た
。
是
に
於
て
か
、
右
の
如
き
効
用
に
基
〈
貨
幣
の
限
界
効
用
を
葱
に
貨
幣
自
慌
の
限
界
効
用
と
構
し
、
而
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
少
し
く
所
懐
を

漣
ベ
て
み
土
い
と
考
へ
る
む

今
日
一
般
に
は
、
貨
帯
自
障
の
効
用
と
い
ふ
概
念
が
認
容
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
τ

貨
幣
の
致
用
に
つ
い
て
は
斗
貨

幣
は
そ
れ
自
身
に
殻
用
を
も
た
白
、
そ
れ
は
に
Y
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
買
ひ
得
ら
る
』
も
の
〉
放
用
を
色
つ
ば
か
り

で
あ
ヲ
也
、
邸
ち
貨
幣
の
致
用
は
間
接
致
用
と
一
去
は
る
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
L
、
と
い
ふ
が
如
き
説
明
日
か
も
は
や
閏

定
的
の
も
の
と
な
っ
て
お
る
。
貨
幣
数
量
説
又
は
所
得
数
量
設
の
論
者
に
於
て
は
元
よ
り
、
貨
幣
に
つ
い
て
主
観

債
値
設
を
と
る
換
太
利
皐
探
に
於
て
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
か
く
し
て
高
岡
博
士
に
あ
り
て
も
ま
た
、
貨
幣
の
致

用
一
か
論
ぜ
ら
る
に
〉
場
介
、
右
の
如
き
貨
幣
致
用
の
概
念
が
前
提
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
る

高田博士、「貨幣の綿糸効用について」経済論叢、 .m三九4号、第三獄、二三豆
塁手照。



今
私
は
、
右
の
定
識
を
ま
づ
根
本
的
に
疑
っ
て
み
る
d

却
ち
思
ふ
、
貨
併
に
つ
い
て
純
粋
に
交
換
的
(
r

己
主
D
r
t

か
つ
個
別
経
済
的
の
考
を
徹
底
せ
し
な
る
と
き
、
而
し
て
ま
た
、
貨
幣
経
済
に
於
け
る
致
用
を
自
然
経
済
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師《、
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に
於
け
る
品
川
用
と
匡
別
し
、
貨
幣
経
揮
に
於
て
は
自
然
的
致
用
叉
は
使
用
債
値
が
問
題
と
せ
ら
れ
や
し
て
、
地
て

の
財
に
つ
い
て
、
債
格
を
前
提
と
す
る
枇
合
的
致
用
と
そ
れ
に
基
く
利
用
債
値
(
高
問
博
士
に
於
げ
る
要
国
債
直
)
い
か
交
換

償
値
以
外
に
於
て
は
問
題
と
せ
ら
る
〉
も
の
と
見
る
場
合
、
貨
幣
の
効
用
は
必
や
し
も
定
説
の
如
〈
な
る
佐
得
な
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等
に
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的
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換
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E
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の
見
方
を
と
る
と
い
ふ
、
方
法
上
の
不
調
和
が
存
在
す
る
も
の
、
如
く
に
思
は
れ
る
。
，
下
山

に
ク
イ
ィ
ザ
ア

l
共
他
の
換
太
利
息
十
源
に
は
、

詮一

債
値
以
外
の
も
の
と
じ
て
説

t
に
拘
ら
や
、
貨
幣
債
値
を
論
や
る
場
合
と
か
く
使
用
償
値
の
概
念
に
つ
き
ま
と
わ

彼
等
一
か
元
。
貨
幣
題
商
ヌ
は
祉
曾
軽
油
開
に
於
り
る
償
値
を
、
使
用

れ
て
ゐ
る
の
棟
び
が
あ
る
。
印
ち
換
太
利
率
援
に
於
て
は
、
貨
幣
は
主
観
的
交
換
償
怖
を
も
つ
も
主
観
的
使
用
偵

値
を
も
た
ぬ
。
貨
幣
の
債
値
は
買
は
る
、
貨
物
に
於
て
珠
想
せ
ら
れ
た
る
使
用
債
値
に
依
存
す
る
と
い
ふ
考
炉
、

貨
幣
債
値
の
説
明
に
於
て
前
提
と
せ
ら
れ
て
お
る
。
併
し
な
が
ら
今
、
貨
幣
経
済
に
於
け
る
個
別
経
済
は
枇
合
的

に
経
済
す
る
個
人
の
経
捕
円
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
所
謂
孤
立
経
済
で
は
な

t
し
て
部
分
的
な
る
枇
命
円
程
捕
で
あ
る
と

見
る
と
き
、
貨
幣
経
済
に
て
は
主
観
的
使
用
債
値
な
る
も
の
は
線
て
の
財
に
つ
い
て
問
題
と
せ
ら
れ
子
、
た
い
〉
主
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其
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下
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然
経
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に
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け
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使
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に
代
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も
の
と
し
て
、
客
観
的

交
換
債
値
の
外
に
一
一
般
の
財
に
於
て
存
在
す
る
も
の
と
見
る
が
、
貨
幣
経
漕
の
正
し
き
見
方
で
は
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い
で
あ
ら
ふ
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h
ノ
、
同
時
に
そ
れ
は
自
然
経
捧
の
理
論
含
そ
の
ま
う
貨
幣
粧
掛
に
於
て
用
ひ
ん
と
す
る
考
で
あ
る
と
息
ふ
。

交

拘

的
個
別
的
の
見
地
に
於
て
貨
併
の
致
用
を
考
ふ
る
場
合
、

共
底
に
商
品
の
致
用
と
同
じ
意
味
に
於
り
る
貨
幣
の
殻

用
が
存
在
せ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
使
用
慣
値
的
な
る
商
品
父
は
貨
幣
の
殺
用
で
は
な
く
し
て
、
貨
幣
経
済

的
な
る
商
品
又
は
貨
鮮
の
致
用
で
あ
る
。
而
し
て
花
に
よ
れ
ば
此
意
味
の
致
用
に
つ
い
て
初
め
て
貨
傍
白
煙
の
限

界
致
用
が
論
じ
得
ら
れ
る
。
葺
、
純
粋
主
観
的
意
除
の
限
界
致
用
は
、
物
そ
れ
白
膿
に
劃
す
る
欲
望
(
効
用
)
と
物

の
数
量
左
の
質
的
並
に
量
的
の
二
要
素
に
基
き
て
成
立
す
る
。
是
に
於
て
か
、
ぞ
れ
白
煙
の
致
用
が
論
じ
符
ら
れ

ざ
る
も
の
に
つ
い
で
は
限
界
致
用
は
問
題
と
せ
ら
れ
得
な
い
。
逆
に
、
貨
幣
に
つ
い
て
限
界
致
用
が
設
か
忍
〉
限

hJ
貨
幣
自
躍
の
致
用
が
前
提
左
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

右
の
一
如
き
見
地
に
於
て
、
在
は
一
品
田
博
士
の
謂
は
る
〉
貨
幣
の
勝
家
効
用
が
貨
幣
自
轄
の
致
用
で
あ
ち
、

而i
し

て
貨
幣
の
限
界
致
用
又
は
貨
幣
の
債
値
と
は
、
右
の
如
き
貨
幣
致
用
ぞ
質
的
要
素
(
数
量
化
し
得
心
酬
と
質
的
要
素
)
と
し
、



次
に
貨
幣
存
在
量
を
量
的
要
素
と
し
、
此
雨
者
の
聞
係
よ
、
り
し
て
割
h
ノ
出
ぎ
る
〉
一
の
量
が
そ
れ
で
あ
る
と
考
へ

る
。
然
ら
ぱ
貨
幣
の
将
来
致
用
と
現
在
致
用
と
の
闘
係
は
如
何
で
あ
3
か
、
此
賄
に
つ
い
て
、
私
は
右
の
雨
者
を

共
に
貨
幣
の
致
用
と
見
る
は
謀
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。
却
ち
思
ふ
、
貨
幣
は
間
接
的
致
用
e
e
d
b

つ
の
み
で
あ

る
、
と
の
前
提
に
於
て
は
、
貨
幣
の
将
来
放
用
と
い
ふ
概
念
は
成
立
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
蓋
、
例
へ
ば
商

口
叩
の
値
下
り
を
橡
想
し
て
只
控
へ
を
な
す
場
合
の
準
備
貨
幣
に
つ
い
て
は
、
問
接
的
殺
用
に
基
く
所
の
貨
幣
の
将

来
致
用
が
論
じ
得
ら
る
〉
が
如
〈
で
あ
る
。
併
し
な
JT
ら
共
他
種
ケ
の
意
味
に
於
て
保
有
せ
ら
る
、
〉
貨
幣
に
つ
い

て
は
、
ぞ
れ
の
将
来
品
川
用
が
何
に
基
き
て
判
断
せ
ら
る
〉
h
y
y

不
明
で
あ
る
。
か

t
し
て
、
私
は
、

量
一
巳
自
己
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7
1

せ
ら
る
冶
も
の
と
考
へ
る
。

右
の
知
〈
見
る
と
き
、
私
に
於
て
は
、

間
接
的
致
用
の
概
念
に
出
張
す
る
者
は
貨
幣

の
致
用
を
純
粋
に
h
L
Y

反
射
的
の
殺
用
と
の
み
解
す
る
こ
と
が
、
而
し
て
反
針
に
貨
幣
自
躍
の
品
川
用
な
る
も
の
を

認
な
る
者
は
所
謂
貨
鮮
の
将
来
致
用
の
み
を
貨
幣
の
致
用
と
看
倣
す
こ
と
が
合
珂
的
で
あ
る
と
思
ば
れ
る
。

ーー

右
の
如
く
、
貨
幣
の
間
接
的
殻
用
は
貨
幣
の
致
用
で
は
な
く
貨
僻
の
殻
用
と
は
貨
幣
自
韓
の
品
川
用
の
こ
と
で
あ

る
、
と
す
る
場
合
、
然
ら
ぱ
調
ふ
所
の
貨
幣
設
用
は
之
を
量
に
於
て
一
不
す
と
き
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

か
。
且
ま
に
、
斯
の
如
手
放
用
を
基
礎
と
す
る
所
の
貨
幣
の
限
界
放
用
と
は
如
伺
な
る
-
も
の
で
あ
る
か
。
問
題
の

解
決
に
先
ち
て
、
在
は
限
界
致
用
理
論
に
於
け
る
致
用
と
欲
望
と
の
闘
係
を
決
定
し
て
お
〈
こ
と
が
必
要
で
あ
る

貨
幣
白
鵠
の
限
界
効
用

明
用
問
十
巻
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憶
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限
界
効
用
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目
白
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が
致
用
と
見
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
欲
望
の
重
要
き
又
は
度
合
は
之
を
寅
際
的
な
る
量
に
於
て
一
不
す
と
き
は
欲
望
せ
ら
る
〉
財
の

数
量
で
め
る
と
す
る
の
他
は
な
い
。
口
疋
に
於
て
か
、
或
人
一
か
或
物
の
一
何
程
を
欲
す
る
や
の
歓
望
の
数
量
が
英
人
に

ツ
U
Y

一
プ
ス
に
於
げ
る
妓
用
品
一
見
(
ロ
円
一
一
一
応
由
同
門
2
出-〈白)の一概

於
け
る
共
物
の
放
用
の
け
瓦
dm
刊
二
‘
小
す
も
の
と
一
去
っ
て
よ
い
。

V

も，‘

:

a

d

F

}

〉

ι
1山

h
J
同
一
い
丸
町
内
い
て

JfJ
ツ
M
t

;

J

-

l

J

加

t

i

日11

，'iV 

コ九

れ

4
2

ノ

7
1
J
Y
O円
札

川

、

l
市
』

P

1

?

1
什

4
5ぺ
】

ト

i

拍

ト

唱
m

l

，

〉

ν
h
h

、J〉ゃ
れ
川
叶
d

-

一

ヰ
ヰ

1h
俳
人
v
h
μ
ρ
t目悦
JtH作
時
限

L〈
J
J
I
L
-
-
L
〉

i
j
力
校
JFU

す
る
で
あ
ら
ふ
所
の
財
の
量
が
共
財
の
致
用
量
で
あ
る
。
右
の
如
く
に
し
て
私
は
、
致
用
ぞ
量
的
の
も
の
と
見
る

場
合
、
そ
れ
は
欲
望
せ
ら
る
〉
財
の
量
印
ち
欲
望
量
に
よ
っ
て
現
は
さ
れ
る
、
と
い
ふ
こ
と
が
吾
々
の
限
界
致
用

開
論
に
於
て
前
提
と
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
考
へ
る
。

一
物
の
限
界
放
用
は
共
物
に
劃
す
る
欲
望
量
B
E
R
3
L
」
共
物
の
存
在
量
(
〈
2
E
C
L
」
の
闘
係
に
よ

っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
.
と
い
ふ
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
前
提
を
承
認
す
る
と
き
は
、
貨
幣
に
つ
い
て

も
ま
た
、
そ
れ
の
限
界
規
用
は
貨
幣
欲
望
量
(
の
m
E
Z去
る
と
貨
併
存
主
量
(
の
m
E
〈
2
・2
丹
)
と
の
闘
係
に
よ
っ
て

き
て
、

決
定
せ
ら
る
〉
も
の
と
一
五
っ
て
差
支
が
な
い
。
然
る
に
既
に
言
ム
所
に
よ
り
貨
幣
欲
望
量
は
却
ち
貨
幣
効
用
量
で

あ
る
。
然
ら
ば
貨
幣
欲
望
量
(
一
般
に
貨
幣
需
要
と
云
は
れ
品
)
及
び
貨
併
存
在
量
L
し
は
如
何
な
る
も
の
で
め
る
か
。

一
定
の
個
人
に
於
け
る
貨
幣
存
在
量
と
は
、
簡
単
に
云
へ
ば
一
定
期
間
に
於
て
共
人
の
得
る
所
の
貨
幣
所
得
の

量
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
は
一
般
に
考
へ
ら
る
〉
所
得
と
は
少
し
〈
共
範
間
営
異
に
す
る
。
邸
ナ
っ
私
は
、
貨
幣
存
在

日一品とは、

一
定
の
粧
梼
期
間
に
於
て
強
定
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
肱
入
と
貨
物
購
買
以
外
に
於
て
橡
定
せ
ら
れ
七
る
貨

Bohm-Bawerl、， a. .a. 0.， S. IS4 2) 



幣
支
出
と
の
差
額
た
る
貨
幣
の
純
牧
入
で
あ
る
と
す
る
。
右
の
場
合
、
深
定
的
の
貯
金
例
へ
ば
積
立
貯
金
、
又
は

生
命
保
険
料
等
の
如
き
は
別
で
あ
る
が
、
自
由
な
る
貯
金
又
は
準
備
会
は
営
然
に
貨
幣
存
在
量
の
中
に
含
ま
る
〉

も
の
と
見
る
J

却
ち
準
備
金
は
要
す
る
に
、
時
と
し
て
は
多

t
時
と
し
て
は
少
〈
手
許
に
保
留
せ
ら
る
冶
所
の
節

約
貨
幣
で
あ
る
。
右
の
如
き
が
な
に
於
け
る
貨
幣
存
在
量
の
意
義
で
あ
る
が
、
次
に
所
得
数
量
誼
に
於
け
る
貨
幣

存
夜
量
の
範
囲
は
右
に
な
の
考
ふ
る
所
よ
り
も
更
に
狭
少
で
あ
る
。
却
も
ク
イ
ィ
ザ
ア
ー
が
、
貨
幣
債
値
は
交
換

に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
〉
が
故
に
問
題
と
す
べ
き
貨
幣
の
数
量
は
交
換
に
現
は
れ
士
る
貨
幣
の
数
量
で
な
け
れ
ば

な
ら
ね
と
一
五
ふ
場
合
、
貨
幣
存
在
日
旦
の
意
味
は
消
費
貨
物
の
購
買
に
向
っ
て
用
ひ
ら
る
〉
貨
幣
量
の
こ

E
で
あ

つ
で
、
そ
の
中
よ
り
は
租
枕
。
贈
興
。
頂
合
等
に
向
つ
で
の
貨
幣
が
除
外
せ
ら
れ
る
。
ま
に
シ
ー
ム
ベ
ヱ
タ

l
の一基

間
方
税
武
仁
於
げ
る
ド
h

は
所
科
可
決
h
，k
r
J
J

貨
幣
神
荘
設
で
め
る
が
m

-
土
地
平
目
、
ト
j
雪
む
司
御
門
ノ
挫
刊
号
切
れ
リ
コ

仁
、
1
2
1
ゆ

即

時

2
q
f
t
M
H
U

副ヨ
t
h
O
E
r
b
n
H
u
-
-
u
i

て
の
貨
幣
量
で
め
る
。
此
等
の
設
に
従
ふ
所
の
ヒ

Y

シ
ユ
に
於
て
も
貨
幣
存
在
量
の
意
味
は
同
様
に
解
決
せ
ら
れ

る
。
高
田
博
士
が
購
入
徐
力
と
一
E

は
る
〉
も
の
も
ま
に
所
得
誼
に
於
げ
る
貨
幣
存
在
量
と
同
一
の
も
の
と
見
て
よ

い
で
あ
ら
ふ
か
。

所
得
訟
の
論
者
と
私
と
に
於
け
る
貨
幣
存
在
量
の
意
義
の
相
違
は
、
時
に
よ
り
て
不
同
な
る
準
備
金
を
そ
の
中

仁
含
ま
し

U
る
か
否
か
の
結
で
あ
る
。
併
し
此
黙
は
重
要
で
あ
る
。
蓋
、
私
に
よ
れ
ば
貨
幣
存
在
量
は
ぞ
れ
の
構

成
が
問
題
と
せ
ら
れ
つ
h

あ
る
債
格
に
謝
し
て
は
濁
立
せ
る
一
の
絶
封
量
で
あ
る
、
之
に
反
し
て
貨
幣
欲
望
量
は

営
面
の
債
格
に
劃
し
で
相
封
的
闘
係
に
在
る
所
の
量
で
あ
る
。
こ
の
相
卦
量
と
し
て
の
貨
幣
欲
望
が
絶
卦
萱
と
し

て
の
貨
幣
存
夜
盆
に
制
限
せ
ら
る
〉
所
に
、
債
格
に
濁
立
せ
る
一
の
貨
幣
の
債
値
が
成
立
す
る
。
所
得
読
は
貨
常

貨
幣
白
慢
の
限
界
効
用

第
四
十
巻

第

批

四
六

七

、

Wieser， Geldwert ur.td seine Verandenlng:e1r1， s. 515・
I王hsch，Grenznutzentheorie und Geldwerttheorie， S. 28 ff. 4) 



貨
幣
自
健
の
限
界
効
用

第
間
十
巻

四
六
四

第

司t

i¥ 

存
在
量
を
し
て
債
格
に
劃
す
る
相
劃
量
た
ら
し
め
る
、
従
っ
て
こ
の
説
に
よ
る
貨
幣
の
債
値
は
債
格
左
相
表
裏
す

る
も
の
に
ら
ゴ
る
を
得
な
い
。

次
に
貨
幣
欲
望
量
の
意
味
は
如
何
と
云
ふ
に
、
私
は
そ
れ
を
以
て
節
約
貨
幣
の
量
で
め
る
v
と
す
る
ー
節
約
貨
幣

は
一
時
的
な
る
手
持
金
と
預
金
と
佐
合

U
、
併
し
そ
の
何
れ
た
る
を
聞
は
や
貨
幣
存
在
量
の
中
の
貨
物
の
購
買
に

用
び
ら
れ
ゴ
る
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
蓋
、
右
の
如
き
貨
幣
欲
望
の
概
念
は
、
商
品
に
針
す
る
評
債
と
は
樹
立
に
、

「
賞
特
自
問
L

(問

HEM-E口
氏
一

2
1
u互
い
剖
寸
る
許
釘
が
存
殺
し
料
る
}
と
な
J
q

の
者
十
ト
ぞ
れ
の
お
醗
ぞ
も
つ
。
耐

し
て
私
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
欲
望
に
闘
す
る
右
の
如
き
見
解
は
、

、

l
ゼ
ス
、

ア
ア
タ
リ
オ
ン
、
ヵ
ア
バ

l
等
の
諸

教
授
に
よ
っ
て
も
亦
支
持
せ
ら
る
〉
も
の
と
考
へ
る
。

ミ
ー
ゼ
ス
は
、
貨
幣
存
在
量
を
現
貰
な
る
手
持
金
の
意
味
に
、
而
し
て
貨
幣
欲
望
を
総
て
の
支
排
に
向
つ
て
の

貨
幣
の
必
要
と
一
五
ふ
意
味
に
見
て
お
る
。
併
し
貯
蓄
の
た
め
の
貨
幣
の
必
要
は
ミ

1
ゼ
ス
に
於
て
も
明
か
に
貨
幣

欲
望
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
郎
ち
彼
は
、
租
税
、
債
務
、
贈
奥
等
の
総
て
の
目
的
に
向
っ
て
貨
幣
を
手
許
に
有
す

る
こ
と
の
必
要
か
ら
し
て
、
人
は
彼
の
も
つ
手
許
金
の
充
分
な
る
か
否
か
を
判
断
す
る
、
と
云
ふ
。
邸
ち
こ
れ
貨

幣
そ
れ
自
睡
に
闘
す
る
許
債
の
如
何
が
手
許
金
の
増
減
と
な
っ
て
現
は
れ
る
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

ア
ア
タ
リ
〆
オ
ン
は
、
貨
幣
欲
望
を
欲
望
の
結
果
と
し
て
の
量
的
の
も
の
と
し
て
は
示
し
て
を
ら
ぬ
。
併
し
な
が

ら
同
教
授
の
貨
幣
債
値
説
は
共
精
神
に
於
て
私
の
見
解
に
最
も
よ
〈
一
致
す
る
。
卸
ち
数
授
は
ま
づ
貨
懲
評
債
の

猫
立
性
を
主
張
す
る
。
次
に
教
授
は
例
人
的
貨
惰
債
植
の
構
成
を
説
い
て
、
各
佃
人
に
於
け
る
貨
幣
の
債
値
は
所

得
の
最
後
の
貨
幣
単
位
に
か
れ
が
期
待
合

5
E
)
す
る
所
の
欲
望
満
足
に
依
存
す
る
と
し
、
従
っ
て
貨
幣
債
値
の

Aftalion， Monnaie， prix' et change， p. 206参照
Th1ises， Theorie des Geld田， S. 118. 
Aftalion， op. ci t.， pp目 206，207・

)
)
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基
礎
に
は
量
的
と
質
的
と
の
二
筒
の
要
素
が
存
在
す
る
と
云
ふ
N

呈
的
要
素
は
ア
プ
タ

F
オ
ン
に
於
て
も
同
様
に

所
得
で
あ
る
、
然
ら
ぱ
質
的
要
素
は
と
云
へ
ば
、
教
授
に
於
て
は
、
結
局
に
於
て
共
主
に
る
も
の
は
、
貨
幣
の
勝

来
債
値
に
卦
す
る
珠
想
で
あ
る
引
但
、
教
授
に
於
て
は
質
的
要
素
は
純
粋
に
心
理
的
の
も
の
た
る
に
止
っ
て
お

る
、
併
し
五
日
々
は
そ
れ
を
そ
の
結
果
に
現
は
れ
た
る
量
に
於
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

mmら
ぱ
教
授
の
所
謂
貨
幣

の
将
来
債
値
の
環
想
は
何
に
於
て
現
は
れ
名
か
と
云
ふ
に
、
そ
れ
は
節
約
貨
幣
又
は
準
備
貨
幣
に
於
て
三
み
る
と

一五つ

τ説
は
な
い
。

h
y

〈
し
て
、
ァ
フ
タ
7

オ
ン
教
授
に
於
け
る
貨
幣
欲
望
は
、
貨
幣
の
将
来
債
値
の
抽
出
想
に
よ

っ
て
支
配
せ
ら
る
〉
所
の
準
備
貨
幣
の
歪
で
あ
る
と
見
て
差
支
が
な
い
。

次
に
、
最
近
カ
ア
〆
!
は
「
貨
幣
の
需
要
」
を
説
い
て
、
そ
れ
が
貨
常
そ
の
も
の
に
針
す
る
欲
望
に
原
因
す
る
こ

l

，、
A
h
w
d

旬、

，

d
l
、

-
〈

Z
d
h
M
〆

市
し
-L
、
足
ら
/
引
¥
二
何
日
川
戸
川
町
件

-3-UF-?J汎〆
3
1
1
る
J
M
J
A

l

-

-

l

l

'

'

l

i

r

i

-

-

E

i

l

i

 

町、，

i

j
一
、
、
、
み
/

h

J

d

t

与

引

制

E
U
7合
主
引
三
日

:

一

川

'
r
u
ト

ι
b
v
!
日、
rWE--E4A出
引
「
汀

要
の
観
念
と
、
並
に
、
買
は
ん
と
す
る
商
品
に
到
す
る
欲
望
が
貨
幣
欲
望
で
あ
る
と
す
る
、
近
時
の
所
得
数
量
説

に
於
け
る
が
如
き
貨
情
欲
望
の
見
方
と
を
排
斥
し
て
お
る
。
而
し
て
結
局
、
貨
併
に
劃
す
る
欲
望
は
、
貨
幣
が
物

の
購
買
に
閲
す
る
最
善
の
方
便
で
あ
る
こ
と
〉
並
に
そ
れ
の
債
値
保
有
者
と
し
て
の
致
用
と
に
基
く
も
の
な
る
が

故
に
、
貨
幣
に
卦
す
る
欲
望
は
要
す
る
に
貯
蓄
に
卦
す
る
欲
望
に
等
し
い
、
左
云
ふ
。
右
の
如
〈
に
し
て
、
カ
ア

j
l
に
於
け
る
貨
幣
欲
望
の
概
念
は
私
に
於
け
る
そ
れ
'r杢
〈
相
等
し
き
も
の
で
あ
る
。

右
の
如
き
が
吾
人
に
於
け
る
貨
幣
欲
望
と
貨
幣
存
在
量
と
の
意
義
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
今
、
初
に
一
五
ふ
が
如
〈
貨

幣
の
限
界
殺
用
は
貨
幣
欲
望
と
貨
幣
存
夜
量
と
の
聞
係
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
な
す
場
合
、
共
闘
係
と
は
如

何
な
る
聞
係
で
あ
る
か
左
云
ふ
に
、
ぞ
れ
は
貨
幣
欲
望
量
を
貨
幣
存
在
量
を
以
て
除
す
る
と
い
ふ
分
数
の
関
係
で

貨
幣
同
種
の
限
界
効
用

第
四
十
巻

四
六
五

第

務

大a

Aft.lion， op. cit.， p. 234 
Aftalion， op. cit.， pp. 235， 236 
Carver~ The demJ.nd f(江 mnncy，Ec(川山即日 lm日 nal.Junc， J[934， p. 189 
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貨
幣
自
憾
の
限
界
効
用

第
四
十
巻

四
六
大

第

量主

。

め
る
。
蓋
、
限
界
致
用
皐
読
に
於
て
は
一
一
般
に
欲
望
叉
は
致
用
が
某
本
的
の
も
の
と
見
ら
れ
財
量
が
健
件
的
の
も

の
と
見
ら
る
』
が
故
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
今
、
貨
幣
存
在
量
を
以
て
簡
単
に
所
得
で
あ
る
と
し
、
次
に
貨
倣
巾
欲

望
量
eg所
得
の
中
よ
り
の
貯
蓄
貨
幣
の
量
と
見
る
と
き
は
、
私
に
よ
れ
ば
貨
幣
(
所
得
)
の
限
界
致
用
は
お
珊
ー
に

よ
っ
て
一
不
さ
る
う
所
の
一
の
量
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
日
の
所
得
十
固
な
る
人
が
一
闘
を
貯
蓄
す
る
と
き
は
共
日
共

人
に
於
け
る
所
得
の
限
界
致
用
は
1
一
仰
で
あ
る
。
但
、
元
よ
り
共

I
R
と
い
ふ
数
は
そ
れ
白
惜
に
於
て
又
は
明
濁

;

:

I

E

)

ー、、

:

l

l

'

J

勺

ド
ー
い
い
ん
何
笥

U
品
川
川
町

Y
も
ち
7
抗

そ
れ
は
制
へ
ば
昨
日

ωり
回
目
、
一
昨
日
の
3
一
日
と
一
五
ふ
が
如
き
同
株
め
意
味

の
教
と
の
比
較
に
於
て
の
み
初
め
て
共
・
忍
義
を
も
っ
。
葦
、
右
の
場
合
、
翫
に
云
ふ
所
に
よ
り
て
貯
蓄
却
も
貨
幣

欲
望
量
は
貨
幣
又
は
所
得
の
設
用
量
を
現
は
す
、
是
に
於
て
か
、
印
ち
右
の
分
数
は
所
得
に
於
け
る
貨
幣
一
単
位

の
放
用
を
示
す
こ
と
〉
な
る
。

右
の
場
合
、
若
し
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
量
を
貨
併
存
在
量
と
し
而
し
て
そ
れ
の
金
部
数
用
を
考
ふ
る
も
の
と

す
れ
ば
、
卸
ち
例
へ
ば
三
固
に
於
け
る
初
の
一
閣
の
殻
用
を

x
と
し
次
の
一
固
の
致
用
を
ど
と
し
最
後
の
一
聞
の

設
用
を
H
X

と
す
る
と
き
は
、
令
部
致
用
は
何
十
代
+
代
、
で
あ
り
、
而
し
て
そ
の
貯
蓄
貨
幣
の
限
界
致
用
度
は

f
T
で

あ
る
。
右
の
如
き
が
限
界
一
現
用
理
論
の
普
通
の
考
へ
方
で
め
る
。
併
し
な
が
ら
私
が
お
酬
ー
を
以
て
所
得
の
限
界

致
用
と
見
る
場
合
、
そ
の
考
へ
方
は
次
の
如

t
で
あ
る
。
即
ち
一
日
十
闘
の
貨
幣
支
配
力
(
存
在
量
)

4

ぜ
も
っ
者
が
最

後
に
参
固
を
貯
存
す
る
と
き
、
三
と
い
ふ
歎
が
か
れ
に
於
け
る
貨
倣
巾
自
躍
に
劃
す
る
欲
望
又
は
貨
幣
の
殻
用
の
大

き
を
現
は
す
、
卸
ち
十
園
の
存
在
量
を
も
っ
資
格
に
於
け
る
共
人
の
貨
幣
致
用
が
三
で
あ
る
、
従
っ
て
三
と
い
ふ

数
は
其
場
令
所
得
に
封
す
る
貨
幣
自
瞳
の
致
用
の
大
き
を
現
は
す
も
の
で
あ
る
、
と
。
(
主
再
)


